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記録者 安本美栄子

　伊賀市議会議長　様

⑧老朽化のボイラーの更新、新風力発電計画と連携した環境学習センターの創設。

⑨入湯税の廃止、減税について検討。

【委員会としての今後の取り組み】

【講座・意見交換等の主な内容、対応等】

①施設の位置づけ（地域振興の視点・地域との連携）

②経営（独立採算をめざす）

③「公設民営方式」を存続（市の方針を明確にする）

④入湯税による財源の充当（老朽化対策）・・検討が必要である。

⑤入浴者数の増加に向けた市の地域振興、振興支援は、市の観光施策との連動が不可欠

⑥民泊のすすめ

⑦イベントに対する人的、財源的支援（忍者トレイルランニングレース2018）

　・・全市的な取り組みが必要。

　・・支所本庁の連携の重要性

　　　　議会出前講座実施要綱第１１条第１項の規定により提出します。

　平成３０年９月２５日

・入湯税の適切な使い方や減免について、市との調整

・公設民営方式も含め、市の具体的方針を議論

・忍者トレイルランニングレース2018の発信、協力体制の強化

・環境学習センター構想について支所と学校の連携で方向性を見出す

総務常任委員長　安本　美栄子

出前講座　報告書
　平成３０年８月２０日（月）　１０時 ～１２時

西口和成・山下典子・赤堀久実・田中覚・森川徹・安本美栄子
出 席 議 員

大山田温泉公社

公共施設最適化計画における将来の公共温泉のあり方

総務所常任委員会

大山田温泉　さびるの（研修棟）


